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秋田県水と緑の森づくり税
ぜ い

　「ふるさと秋田」の豊
ゆた

かな森林を守り育て次
の世代に引き継

つ

ぐため、県民で税
ぜい

金を出し合い、
森林環

かん

境
きょう

を保
ほ

全する活動を行う仕組みです。
　植樹

じゅ

活動や里山林の整
せい

備
び

、木
もく

育
いく

空間や
森林公園の整

せい

備
び

など、様々な活動を行っ
ています。
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1
３０年間で変わる森林の広さ

アジア
1990年  5.8億ヘクタール

↓
2020年  6.2億ヘクタール

ヨーロッパ
1990年  10.0億ヘクタール

↓
2020年  10.2億ヘクタール

アフリカ
1990年  7.5億ヘクタール

↓
2020年  6.4億ヘクタール

オセアニア
1990年  1.9億ヘクタール

↓
2020年  1.9億ヘクタール

世界
1990年  42.4億ヘクタール

↓　 
2020年  40.6億ヘクタール

北・中央アメリカ
1990年  7.5億ヘクタール

↓
2020年  7.5億ヘクタール

：増加 ：減少

南アメリカ
1990年  9.7億ヘクタール

↓
2020年  8.4億ヘクタール
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日本の森林の広さの変化

森林にある木の量の変化
りょう

68.768.7

世界の主な国の森林の割合
わりあい
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ベ
ニ
ア

韓
国

日
本

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

か
ん
こ
く

（※OECD加盟国上位10ヵ国）

森林と人との関係
秋田県にある大

おお

湯
ゆ

環
かん

状
じょう

列
れっ

石
せき

や伊
い

勢
せ

堂
どう

岱
たい

遺
い

跡
せき

などの大昔
の遺

い

跡
せき

は、2021年に「北海道・北東北の縄
じょう

文
もん

遺
い

跡
せき

群
ぐん

」の一
つとして世界文

ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されました。
遺
い

跡
せき

からは、木の器
うつわ

や、弓矢、石おのなどがたくさん発
見されています。
人は、昔から建

たて

物
もの

や身の回りの道具まで上手に木を利
り

用
してきました。
このような日本の文化は「木の文化」と言われています。
今日の豊

ゆた

かな日本の森林があるのは、先
せん

祖
ぞ

が、長い歴
れき

史
し

のなかで、森林を知り、木について学び、うまく利
り

用しながら、
森林を失

うしな

わないよう守り育てる努
ど

力
りょく

を続
つづ

けてきたからです。

世界から見た日本の森林
世界の森林

日本は森林がたくさん

日本の森林

世界の森林の広さは、
約
やく

41億
おく

ヘクタールと言わ
れています。これは、南北
アメリカ大陸

りく

と同じくらい
の広さになります。
世界の森林は減

へ

ってき
ています。1990年からの
30年間で日本の森林の約

やく

7倍以上の森林がなくなっ
ています。

日本の国土の68.4％が
森林になっています。
世界の主な国と比

くら

べて
も、3番目に高い割

わり

合に
なっています。
日本は森林にめぐまれ
た国なのです。

世界の森林は減ってき
ていますが、日本の森林の
広さは40年間でほとんど
変わっていません。
しかし、森林にある木の
量
りょう

は増
ふ

え続
つづ

けています。特
とく

に人が植えた人
じん

工
こう

林
りん

の増
ぞう

加
か

が目立ちます。利
り

用でき
る木材

ざい

が山にはたくさんあ
るということです。

《豆
まめ

知
ち

識
しき

》　人間の暮
く

らしによって多くの木が切られ、森林が少なくなったり、砂
さ

ば
くになったりして、世界各

かく

地で森林が少なくなっています。
　「人

じん

工
こう

林
りん

」とは、おもに木材
ざい

の生産のために、人が苗
なえ

木
ぎ

を植えて、
育てた森林のことです。同じ種

しゅ

類
るい

の木だけが植えられていることが
多く、日本では、スギ、ヒノキ、カラマツ等の針

しん

葉
よう

樹
じゆ

の森がそうです。
　「天

てん

然
ねん

林
りん

」は、人の手があまり入らずに、自
し

然
ぜん

の力で芽
め

を出し、育ち、
いろいろな種

しゅ

類
るい

の木が生えて森林となったものです。

《豆
まめ

知
ち

識
しき

》  日本は国土の68.4%が森林という森林国ですが、世界でも有数の木材
ざい

輸
ゆ

入
にゅう

国
こく

でもあります。

資
し
料
りょう
：FAO「世界森林資

し
源
げん
評
ひょう
価
か
2020」

資
し
料
りょう
：FAO「世界森林資

し
源
げん
評
ひょう
価
か
2020」

大
おお
湯
ゆ
環
かん
状
じょう
列
れっ
石
せき
（鹿

か
角
づの
市
し
）

資
し
料
りょう
：林
りん
野
や
庁
ちょう
「森林資

し
源
げん
の現

げん
況
きよう
」（R4.3.31現

げん
在
ざい
）

参考：
（一社）全国林業改

かい
良
りょう

普
ふ

及
きゅう

協会 
森林と日本人

木が成
せい

長して、
太く高くなるほど
森林にある木の量

りょう

が
多くなるよ。

《豆
まめ

知
ち

識
しき

》

「人
じん

工
こう

林
りん

」
と

「天
てん

然
ねん

林
りん

」

※・ha（ヘクタール）とは、面
めん
積
せき
の単

たん
位
い
です。たて100ｍ、よこ100ｍの正方形の面

めん
積
せき
10,000㎡と同じ

です。　センチメートル→㎝　メートル→ｍ
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あきたの森林

秋田県の土地の広さは116万ヘクタールで、そのうち約
やく

84万ヘクタールが
森林です。森林の広さは、全国で7位

い

、東北で3位
い

です。 
秋田県の森林のうち、約

やく

半分が人
じん

工
こう

林
りん

で、その中でもほとんどがスギの人
じん

工
こう

林
りん

となっています。秋田県のスギ人
じん

工
こう

林
りん

は日本で1位
い

の広さです。

秋田県には、多くの人が親しんできた森林や森林公園がたくさんあります。

スギ人
じん

工
こう

林
りん

の広さは全国一

身近にあるすばらしい森林

❶岳
だけ

岱
だい

自
し

然
ぜん

観
かん

察
さつ

教育林／藤
ふじ
里
さと
町
まち

白
しら
神
かみ
山
さん
地
ち
周
しゅう
辺
へん
にある美しいブナ林です。

世界自
し
然
ぜん
遺
い
産
さん

白
しら
神
かみ
山
さん
地
ち

クマゲラ

天
てん
然
ねん
記
き
念
ねん
物
ぶつ
に指定されている貴

き
重
ちょう
なクマゲ

ラは白
しら
神
かみ
山
さん
地
ち
や森

もり
吉
よし
山
さん
のブナ林で生

せい
息
そく
が確

かく

認
にん
されています。
※天
てん
然
ねん
記
き
念
ねん
物
ぶつ
とは、めずらしい種

しゅ
類
るい
の動物や

植物などのことで、法
ほう
律
りつ
などで守られてい

るものです。

❷太
たい

平
へい

湖
こ

周
しゅう

辺
へん

の水
すい

源
げん

かん養
よう

保
ほ

安
あん

林
りん

／北
きた
秋
あき
田
た
市
し

周
しゅう
囲
い
30キロメートルの湖

みずうみ
のまわりの森林は、「緑のダム」

としての働
はたら
きをしています。

※・水
すい
源
げん
かん養

よう
保
ほ
安
あん
林
りん
とは、多くの水を蓄

たくわ
え、水

すい
害
がい
などから

守る働
はたら
きをする森林です。

❸針
しん

広
こう

混
こん

交
こう

林
りん

／藤
ふじ
里
さと
町
まち

スギにいろいろな種
しゅ
類
るい
の広

こう
葉
よう
樹
じゅ
が入り混

ま

じり、美しい景
けい
観
かん
をみせています。

※・針
しん
広
こう
混
こん
交
こう
林
りん
とはスギと広

こう
葉
よう
樹
じゅ
が混

ま
ざっ

ている森林で、強くて豊
ゆた
かな森林とい

われています。

❺仁
に

鮒
ぶな

水
みず

沢
さわ

スギ植物群
ぐん

落
らく

保
ほ

護
ご

林
りん

／能
の
代
しろ
市
し

スギ天
てん
然
ねん
林
りん
がほぼ自

し
然
ぜん
の状
じょう
態
たい
のまま残

のこ
る貴

き
重
ちょう
な森林

です。

❹能
の

代
しろ

海岸砂
さ

防
ぼう

林
りん

	風の松
まつ

原／能
の
代
しろ
市
し

海風で砂
すな
が飛

と
ぶのを防

ふせ
ぐために、先

せん
人
じん
（賀

か
藤
とう
景
かげ
林
しげ
）

の努力により江
え
戸
ど
時代から植えられた700万本も

の松
まつ
林。日本最

さい
大
だい
規
き
模
ぼ
の広さで、現

げん
在
ざい
は市

し
民
みん
の憩
いこい

の場です。

めんと どう ふ けんべつ と どう ふ けんべつ りんこうじんせき めん せき

都道府県別森林の面積ベスト８ 都道府県別スギ人工林の面積ベスト５

① 北
ほっ

海
かい

道
どう 554万ヘクタール

② 岩
いわ

手
て

県 117万ヘクタール
③ 長

なが

野
の

県 107万ヘクタール
④ 福

ふく

島
しま

県 97万ヘクタール
⑤ 岐

ぎ

阜
ふ

県 86万ヘクタール
⑥ 新

にい

潟
がた

県 85万ヘクタール
⑦ 秋 田 県 84万ヘクタール
⑧ 山

やま

形
がた

県 67万ヘクタール

① 秋 田 県 36万ヘクタール

② 宮
みや

崎
ざき

県 22万ヘクタール

③ 岩
いわ

手
て

県 20万ヘクタール

④ 青
あお

森
もり

県 19万ヘクタール

⑤ 福
ふく

島
しま

県 18万ヘクタール

資
し
料
りょう
：林
りん
野
や
庁
ちょう
「森林資

し
源
げん
の現

げん
況
きょう
」（R4.3.31現

げん
在
ざい
）

白し
ら

神か
み

奥お
く

森も
り

吉よ
し

能の

代し
ろ

山や
ま

本も
と
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8❻鳥
ちょう

海
かい

国定公園・鳥
ちょう

海
かい

山
さん

／由
ゆ
利
り
本
ほん
荘
じょう
市
し
・にかほ市

美しい姿
すがた
は「秋

あき
田
た
富
ふ
士
じ
」という別

べつ
名もあります。

湖
みずうみ
や森林などの見どころがたくさんあります。

❼獅
し

子
し

ヶ
が

鼻
ばな

湿
しつ

原
げん

／にかほ市
鳥
ちょう
海
かい
マリモなどめずらしい

コケが数多く見られ、国指
定天

てん
然
ねん
記
き
念
ねん
物
ぶつ
となっていま

す。湿
しつ
原
げん
周
しゅう
辺
へん
には、めずら

しい形のブナ林が見られ、
「あがりこ大王」とよばれる
ブナの巨

きょ
木
ぼく
があります。

❾潟
かた

前
まえ

山
やま

森林公園（田
た

沢
ざわ

湖
こ

抱
だ

き返
がえ

り県立自
し

然
ぜん

公園）／仙
せん
北
ぼく
市
し

水深日本一（423.4メートル）の田沢湖を望
のぞ
む森林公園です。

⓫栗
くり

駒
こま

国定公園／湯
ゆ
沢
ざわ
市
し
・東
ひがし
成
なる
瀬
せ
村
むら

４つの県にまたがる広い国定公園で、湖
みずうみ
や湿

しつ
原
げん
など、自

し
然
ぜん
の神

しん
秘
ぴ
を感じる見どころがたくさんあります。

❿千
ち

葉
ば

家
け

家
か

伝
でん

林
りん

／仙
せん
北
ぼく
市
し

樹
じゅ
齢
れい
200年以上の貴

き
重
ちょう

な秋田スギの人
じん
工
こう
林
りん
。

木の平
へい
均
きん
の高さは44

メートル、平
へい
均
きん
の太さは

64センチメートルです。

❽すずこやの森／東
ひがし
成
なる
瀬
せ
村
むら

ブナの木から落ちた種
たね
から、

若
わか
木
ぎ
が育っている（ブナ二

に

次
じ
林
りん
）様子を観

かん
察
さつ
できる森

林です。

あがりこ大王

田た

沢ざ
わ

湖こ

栗く
り

駒こ
ま

鳥ち
ょ
う

海か
い



森林は、土砂が流れ出る
のを防いでくれます。

森林は、強い風などから守ってくれます。

水を蓄える量を
比べてみる。

森林に降った
雨水のゆくえ

ど    しゃ

ふせ

たくわ

森林は多くの水を蓄えることができます。
たくわ

りょう りょう

くら

ふ

りょう

雨の力をやわらげる

雨

流れをおそくする 落ち葉の層

古い落ち葉の層

根が土をしっかりつかむ

強い風

塩分

砂

塩分
草
木
の
な
い

土
地

草
地 森

林
土の中に入る水量

土の中のすき間

地表の土

地表を流れる水量

じょう発
枝や葉からじょう発する

枝や葉から落ちる

幹を伝って
流れる

し
み
こ
む

雨

落ち葉の層

古い落ち葉の層

たまった水
地下水
岩

空気

土の粒

水

雨

えだ

えだ

つぶ

そう

そう

そう

そう
地表を伝って流れるみき つた

つた

強い風を弱めたり、まい上がる
砂を防いだり、風の中の塩分を
減らしたりする働きがあります。

さらに深くしみこむ水

草木のない土地と、
草地と森林では水を
蓄える量に違いがあ
ります。

たくわ

ふせすな えん ぶん

へ はたら

りょう ちが

ふく

えんぶん

すな

えんぶん

ゆっくりと時間をかけて地下に流れ
る間に、ミネラル分が多く含まれた、
きれいでおいしい水に変わります。

8 9

3 森林のはたらき
森林には、どのようなはたらきがあるのでしょうか。



　木は、二酸化炭素を吸収し、水
や日光の力によって、自分の体を
成長させます。

　木を切って人が利用し、また植えて育てる
ことによって、森林はずっと多くの二酸化炭
素を吸収します。

に   さん  か  

森林は二酸化炭素を吸収してくれます。 森林は、多くの生物が生きていくことができる
場所です。

森林は心と体に良いえいきょうをあたえてくれます。

いろいろな
木の実やきのこを
見つけよう

森で遊ぼう

に  さん か   たん

きゅうしゅうそ

たん  そ

にさんかたんそ

にさんかたんそ

に  さん   か   たん   そ　    きゅうしゅう

二酸化炭素
二酸化炭素

にさんかたんそ
二酸化炭素

きゅうしゅう  り  

せい ちょう

森林のはたらきまとめまとめ

よ

《豆知識》　空気はちっ素、酸素、二酸化炭素などの気体が混じってで
きています。空気中の二酸化炭素がふえると、地球温暖化につなが
り、気候や生き物のくらしにさまざまなえいきょうをあたえます。

そ    さん そ      に さん か  たん そ　  まめ ち しき ま

に さん か  たん そ

こう

　森林はレクリエーションなどで自然を体験させてくれる場になったり、わたした
ちの心を和ませてくれたりすると考えられています。

　森林には、木や草、動物や虫、土の中の生き物など多くの生き物が住んでいます。森
林は、これらの多くの生き物が関係し合いながら生きていくことができる場所です。

●土砂が流れ出るのを防いでくれます。
●強い風や砂などから守ってくれます。
●水を多く蓄え、おいしい水をあたえてくれます。
●二酸化炭素を吸収してくれます。
●レクリエーションなどの場をあたえてくれます。
●きのこや木の実などの食べ物をあたえてくれます。
●多くの生物が生きていくことができます。
●木材をあたえてくれます。

ど  しゃ ふせ

たくわ

すな

ざい

に  さん  か  たん  そ きゅうしゅう

たい けんし ぜん

なご

かん けい

おん だん か

10 11

ほかに何が
あるかな？
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4 木材
ざい

になるまで

1 木を植える
山に苗

なえ

木
ぎ

を植えます。

2 下した

刈
が

り
苗
なえ

木
ぎ

の周
まわ

りの雑
ざっ

草
そう

を
刈
か

って、成
せい

長
ちょう

を助け
ます。

3 枝えだ

打
う

ち
すぐれた木材

ざい

にする
ために、木の枝

えだ

を切
り落とします。

5 伐ばっ

採
さい

木を植えてから50
年くらいで多くの
木が切られます。

6 運ぶ
山から切り出した木
は、林道などを使って
運ばれます。

7 加か

工
こう

工
こう

場で、木材
ざい

を柱、板
や合

ごう

板
はん

などに加
か

工
こう

し
ます。

8 利り

用
加
か

工
こう

された柱、板や
合
ごう

板
はん

は住
じゅう

宅
たく

などに利
り

用されます。

森林を育て、木を利
り

用するには、
いろいろな作業があります。

林業はたいへんな作業というイメージがあります
が、今では木を切ったり、積

つ

んだり、運んだりする
作業にハイテク機

き

械
かい

が使われていて、昔より楽に
作業することができるようになっています。

ハーベスタ
この機

き

械
かい

1台で、立っている木を切
り、幹

みき

から枝
えだ

を落とし、幹を決まった長
さに切って丸太をつくり、丸太をきれい
に積

つ

み重ねておくことができます。

フォワーダ
丸太を自力で荷台に積

つ

み込
こ

んで運ぶ
ことができます。フォワーダフォワーダ

ハーベスタハーベスタ

手入れのゆきとどいた秋田スギの森林です。（横
よこ
手
て
市
し
山
さん
内
ない
地
ち
区
く
）

昔はのこぎりで木を切っていました

秋田県の林業の今

昔の林業と今の林業
先人が植えた苗

なえ

木
ぎ

が成
せい

長
ちょう

して、木材
ざい

として使える木が増
ふ

えています。一方、
森林を育てる林業で働

はたら

く人は減
げんしょうけいこう

少傾向となっています（20ページ参
さん

照
しょう

）。林業
で働

はたら

く人が少なくなると、山の手入れができなくなり、森のはたらき（8～11ペー
ジ参

さん

照
しょう

）が悪くなってしまいます。
秋田県の森林の約半分は木材

ざい

を使うために苗
なえ

木
ぎ

を植えた「人
じん

工
こう

林
りん

」です。秋
田の木をたくさん利

り

用することは林業で働
はたら

く人を増
ふ

やし、森林を守り育てること
につながります。

森林の循
じゅん

環
かん 4 間かん

伐
ばつ

混
こ

み合った木を切って
成
せい

長
ちょう

を助けます。



14 15

5 木材
ざい

を使う 木材
ざい

は身近に使われています。
木にはいろいろな種

しゅ

類
るい

があり、その木材
ざい

の性
せい

質
しつ

もさまざまです。そのさまざま
な性

せい

質
しつ

に合わせて、木材
ざい

は使われています。たとえば、キリという木は、たんす
の材

ざい

料によく使われますが、これは軽く、ちぢみが少なく湿
しつ

度
ど

を一定に保
たも

ち、虫
や腐

くさ

りに強い性
せい

質
しつ

があるからです。

ほかにも
たくさんあるよ。
身のまわりを
さがしてみよう！

家屋

ピアノ

杉
すぎ
桶
おけ
樽
だる
（おひつ）

川
かわ
連
つら
漆
しっ
器
き

樺
かば
細工

こけし

大
おお
館
だて
曲
ま
げわっぱ

椅
い
子
す

本

ベンチ

トイレットペーパーたんす

木炭

山から切り出された木は、木材
ざい

として家などの建
けん

築
ちく

物
ぶつ

や、
身近にある机

つくえ

、椅
い

子
す

などいろいろなものに使われています。
木は有

ゆう

害
がい

な紫
し

外
がい

線
せん

や音を
吸
きゅう

収
しゅう

してくれるはたらきがあ
るため、木の校

こう

舎
しゃ

では心地よ
さが感じられます。

木は鉄やコンクリートに比
くら

べると、温度変化がゆるやか
です。（あたたまったら冷

ひ

え
にくい。冷

ひ

えたらあたたまり
にくい。）

このため、木の家は、夏は
涼
すず

しく、冬はあたたかく感じ
られます。

わたしたちが利
り

用する駅やホールなどにも木材
ざい

がふんだんに使われています。

秋田芸
げい
術
じゅつ
劇
げき
場
じょう
ミルハス（大ホール） ＪＲ秋田駅東西自由連

れん
絡
らく
通路

秋田駅西口バスターミナル 公立大学法
ほう
人
じん
・国
こく
際
さい
教
きょう
養
よう
大学図書館

能
の
代
しろ
市
し
立
りつ
二
ふた
ツ
つ
井
い
小学校・昇

しょう
降
こう
口
ぐち

ぬくもりの木の建
けん

築
ちく

物
ぶつ

木の建
けん

築
ちく

物
ぶつ

校
こう

舎
しゃ

家

公 共
きょう

建
けん

築
ちく

物
ぶつ
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木質
しつ

バイオマス 木質
しつ

バイオマス燃
ねん

料
りょう

木は、まるごと利
り

用できます。

木材
ざい

はエネルギー

電気をつくる

熱
ねつ

をつくる
ペレットストーブ

木質
しつ

バイオマス発
はつ

電
でん

木材
ざい

は家や家具などとして使い終わった後も、新しい材
ざい

料として再
さい

利
り

用する
ことができ、むだなく使うことのできる材

ざい

料です。
石油やガスなどは、使ってしまうと元に戻

もど

すことができませんが、木材
ざい

は燃
も

や
してしまっても、もう一度、木を植えることで、ふたたび二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

と日光を使っ
て自

し

然
ぜん

の力で生産
さん

をくり返すことができる環
かん

境
きょう

にやさしい資
し

源
げん

です。

細かくした木などを燃
も

やした
熱
ねつ

で、電気をつくることを「木
質
しつ

バイオマス発電」といいます。
二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の排
はい

出
しゅつ

量
りょう

を減
へ

ら
すことにつながるので「木質

しつ

バ
イオマス発電」で電気をつくる
発電所が増

ふ

えてきています。

木くずやチップなどを固
かた

めたものを
燃
ねん

料
りょう

とします。（ペレット）
これを燃

ねん

料
りょう

としたストーブを「ペレッ
トストーブ」といいます。
石油ストーブの替

か

わりとして期待され
ています。

ペレットストーブ ペレット

発電材
ざい
料
りょう
となる木を細かくくだいて乾

かん
燥
そう
さ

せたチップ
木を切った後、加

か
工
こう
しにくい木をバイオマ

ス発電に利
り
用します

木質
しつ
バイオマス発電施

し
設
せつ
（大
だい
仙
せん
市
し
）

チップは枝
えだ

や
解
かい

体
たい

材
ざい

などを
くだいてかけ
らにしたもの
です。

ペレットは、
おがくずや解

かい

体
たい

材
ざい

などを細
かくくだいて、
使いやすいよ
うに固

かた

めたも
のです。

二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

酸
さん

素
そ

酸
さん

素
そ

木を切る 木を植える

製
せい

材
ざい

建
けん

築
ちく

電気や熱
ねつ

をつくる

発電

ペレット
ストーブ

薪
まき

チップ

ペレット

枝
えだ

や葉

おが粉
こ

解
かい

体
たい

材
ざい

加
か

工
こう

木材
ざい

利
り

用の循
じゅん

環
かん

※・“木質
しつ
バイオマス’’とは、木を切った時に出た枝

えだ
や葉、製

せい
材
ざい
工場から出たおがくず、家を解

かい
体
たい
した時

に出た廃
はい
材
ざい
など、木材

ざい
を原
げん
料
りょう
とする燃

ねん
料
りょう
のことをいいます。
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下刈り

枝打ち

間伐など

した   が

えだ   う

かん ばつ

育てる 切って
使う

植える

6 これからやるべきこと 秋田の森林でカーボンニュートラル

カーボンニュートラルとは？

豊
ゆ た

かな森づくりを進めています

未
み

来
らい

に引き継
つ

いでいこう

私たちにできること

森林づくりの
ボランティア活動に参

さん

加
か

して、
みんなで森づくりをしよう！

木を使おう

※再
さい
生
せい
紙
し
とは、新聞、本、チラシなどの古くなった紙を原料

りょう
として、新し

く作った紙です。

森林はわたしたちの生活を守ったり、水をきれいにするほか、地球温
おん

暖
だん

化
か

の
原
げん

因
いん

の一つである二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
きゅう

収
しゅう

したり、多くの生物のすみかになったり、
人に安らぎを与

あた

えるなどの役
やく

割
わり

があります。また、切り出された木は、家や工
こう

芸
げい

品などにも使われています。このようにわたしたちのくらしを支
ささ

えてくれる森林
を未

み

来
らい

に引き継
つ

いでいかなければいけません。

自
し

然
ぜん

を守ることは必ずしも「木を切らない」
ということではありません。森林を育て自

し

然
ぜん

を
守るためには、人の手を加

くわ

えることが必
ひつ

要
よう

です。
森林は、木を植える⇨育てる⇨切る⇨活用
する…そして切ったら、また植えて育てると
いうくり返しでできています。
日本の木材

ざい

をくらしの中で使いながら、森林を育てる林業を活発にしていくこ
とが、森林の未

み

来
らい

につながります。（12ページ参
さん

照
しょう

）

●木を植えて、育てる ●くらしの中で木を使う
●紙のむだづかいをやめる ●再

さい

生
せい

紙
し

を使う

森林のくり返し

「秋
あき

田
た

藩
はん

家
か

老
ろう

  渋
しぶ

江
え

政
まさ

光
みつ

の教え」
渋
しぶ

江
え

政
まさ

光
みつ

は、江
え

戸
ど

初
しょ

期
き

の秋田藩
はん

の家
か

老
ろう

で、秋田杉を守り、育てること
に一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

取り組み、「国の宝
たから

は山なり。然
しか

れども伐
き

り尽
つ

くす時は用に
立たず。尽

つ

きざる以
い

前
ぜん

に備
そな

えを立つべし。山の衰
おとろ

えは則
すなわ

ち国の衰
おとろ

えなり。」
という言葉を残

のこ

しました。
この教えは、木を切ったら植える、育てるというサイクルで森林を守る
という考え方にもつながっていて、400年たった今でも秋田県の林業に
引き継

つ

がれています。

今、地球温
おん

暖
だん

化
か

の原因となる二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

などの温室効
こう

果
か

ガスを減
へ

らし、地
球全体で気温の上昇

しょう

をおさえるために、世界的に「カーボンニュートラル」
を実現

げん

することが必
ひつ

要
よう

といわれています。

私たちの暮
く

らしで排
はい

出して
いる二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

などの排
はい

出
量
りょう

と、森林などの吸
きゅうしゅう

収量
りょう

を
等しくし、温室効

こう

果
か

ガス排
はい

出
量
りょう

を「全体としてゼロ」にす
ることです。
日本では、2050年までに

「カーボンニュートラル」を
目指す宣

せん

言をしています。
二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
きゅう

収
しゅう

する森林はとても大切な役
やく

割
わり

をしています。「森林の循
じゅん

環
かん

」（12ページ参
さん

照
しょう

）と「木材利
り

用の循
じゅん

環
かん

」（16ページ参
さん

照
しょう

）を持
じ

続
ぞく

していくこ
とが、カーボンニュートラルの実現

げん

に重要
よう

になります。

現在 カーボンニュートラル

森林などが吸
きゅう
収
しゅう
する二

に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ

排
はい
出している
二
に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ

二
に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ
を減
へ
らす

出さない 吸
きゅう
収
しゅう

二
に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ
を

【秋田県が目指す豊
ゆた
かな森林のイメージ図】

秋田県の山の面
めん

積
せき

の半分にはスギが植えら
れていて、その多くは、木

もく

材
ざい

として使える大
きさに成

せい

長
ちょう

しています。
木
もく

材
ざい

として利
り

用
よう

するために木が切られた
後、「木がよく育つ」「道路が近くて丸太が運
びやすい」などの条

じょう

件
けん

の良
よ

い場所では、また
木
もく

材
ざい

を生
せい

産
さん

するために、再
ふたた

び木を植えて育て
る「再

さい

造
ぞう

林
りん

」を進めています。ぐんぐん成
せい

長
ちょう

する若
わか

い木は、たくさんの二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
きゅう

収
しゅう

するため、「再
さい

造
ぞう

林
りん

」はカーボンニュート
ラルにも役立っています。
高い山や急な山では、自

し

然
ぜん

の力をかりて、
いろいろな木が育つ、豊

ゆた

かな森林をつくるこ
とを目指しています。

スギ林を切った後は…
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林業で働
はたら

く人の推
すい

移
い

資
し
料
りょう
：県林業木

もくざいさんぎょうか
材産業課調べ

20

森林の仕事を応
おう

援
えん

しています！
私たちの未来を明るくする
ためにも、森林を育てる林業
の仕事はますます重要

よう

となっ
ていきます。
秋田県の林業の現場で働

はたら

いている人は、高
こう

齢
れい

化
か

が進み、
長年減

げん

少
しょう

が続
つづ

いていました
が、令

れい

和
わ

元年度から増
ふ

え始め
ています。
秋田県では将

しょう

来の林業の
仕事につく若

わか

者
もの

を応
おう

援
えん

するた
め、「秋

あき

田
た

林
りん

業
ぎょう

大
だい

学
がっ

校
こう

」で林
業のスペシャリストを育てて
います。

「秋田林業大学校」卒業生・インタビュー

◆第7期生　津
つ
谷
や
美
み
咲
さき
さん・《大

おお
館
だて
北秋田森林組合・勤

きん
務
む
》

　私
わたし

は、小さい頃
ころ

から自
し

然
ぜん

の中で遊ぶことが大
だい

好
す

きでした。また、地
ち

域
いき

へ
貢
こう

献
けん

する仕事に憧
あこが

れて、現
げん

在
ざい

の会社に就
しゅう

職
しょく

しました。
　仕事は、機

き

械
かい

を操
そう

作
さ

していることが多いのですが、作業を効
こう

率
りつ

良
よ

く進め
ることができた時は、とてもうれしいです。
　力仕事など大

たい

変
へん

なこともありますが、作業の正
せい

確
かく

性
せい

など、女
じょ

性
せい

ならでは
の強みを生かしていきたいと思っています。

秋田林業大学校
では機

き

械
かい

の操
そう

作
さ

を
学ぶための「ハー
ベスタシミュレー
ター」で練習もして
います。


